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全全国国にに支支部部続続々々とと！！
政治を動かす
未来を動かす

法の担い手と作り手とのかけ橋
それが弁政連

そして、そのかけ橋を全国の地に

平成９年に弁政連の最初の支部が仙台の地に誕生してから、１０年間で全国にできた支部

の数は１２。

その経験を発展させて、それからの２年間でそれまでの１２を上回る１４の支部ができた。

また、この２年間の弁政連の会員の入会者は、過去１０年に比べて２倍を超えるペース。

その多くは、この２年間で新たにできた支部の力だ。

この支部設立の勢いを全国に波及させ、未設置地域の解消に向けて前進しよう。

東京、大阪をはじめとする大単位会の支部は、会員増加に向けて新進支部と共に一層努

力しよう。

九州・四国の地域に各県単位の支部を設立し、さらに充実させよう。

� 弁政連支部設置状況 �
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各弁護士会毎の支部設置地域
（なお、東京は三会で東京本部）

弁連単位での支部設置地域

未設置地域（現在１６）
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初初めめててのの全全国国支支部部懇懇談談会会開開催催さされれるる
１月１５日弁護士会館クレオにおいて、全国

支部懇談会が開催された。全国に支部が続々

と設立され、弁政連活動を盛り上げていこう

という機運が全国的に高まっていることを踏

まえ、弁政連の企画として初めて開催された

ものである。

懇談会には、仙台・群馬・愛知県・大阪・

東京・神奈川・広島・兵庫県・長野県・山

梨・青森県の各支部の役員が参加し、本部か

ら本林徹理事長と８名の副理事長、梶谷剛顧

問、伊藤幹事長と５名の副幹事長が出席した。

本林徹理事長の挨拶の後、意見交換にはいった。ま

ず本年５月に改正予定の規約案の説明に関して、質疑

があった。すでに前倒しで実施されている登録５年未

満の会員の無料化を含む改正案は大筋賛成の意見が多

く、５月の総会で改正の見込みである。

引き続き、出席した全支部より一年間の活動報告、

本部からは企画委員会の活動報告が行われた。各支部

の報告では、地元選出国会議員や都道府県議会議員と

の懇談会実施の必要性、若手会員の活動への参加を図

るための工夫、支部活性化のため支部内に部会を設置することの有効性、等々、示唆に富んだ

意見交換が行われた。

本懇談会は、弁政連の活動が着実に全国に根を下ろし始めていることを相互に確認すること

ができる有意義な会合となった。

今後、他の支部の活動を参考にしつつ、それぞれの支部が、新たな企画に挑戦し、活動を前

進させることを期待するものである。 （幹事長 伊藤茂昭）

山山口口県県支支部部設設立立報報告告
２００９年１月２３日�午後６時から、山口市湯田温泉のホテル松政において、山口県支部の設立
総会・懇親会が開催されました。弁政連本部から伊藤茂昭幹事長外２名を迎え、会員２８名の参

加があり盛会でした（合計３５名）。あいさつ・祝辞の後、規約の承認に続いて、役員が承認され

ました。

また当日までの入会員数は６２名（弁護士数は全県で

１１５名）となり、釧路弁護士会に続く高い入会率となっ

たことが報告されました。

引き続いて行われた懇親会は、平岡秀夫衆議院議員

（民主党）、岸信夫参議院議員（自民党）のご本人の出

席をいただいたほか４名の代理出席もいただき、盛会

に開催することができました。政界の話はもちろんで

すが、途中で新支部長の熱唱も披露されるなど、盛り

あがりました。 （幹事長 末永久大）
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茨茨城城支支部部設設立立報報告告
平成２１年２月５日、水戸市内のホテルにおいて、日本

弁護士政治連盟茨城支部の設立総会及び設立記念パー
ティーが開催されました。
茨城の会員はこれまでは１０人強でしたが、この度の支

部設立に向け、昨年秋には種田誠会員を中心として設立
準備会が発足、会員数の拡大がなされました。その結果、
設立時には５４名の会員を得ることが出来、設立総会も盛
大に開催することができました。総会には本部から伊藤
茂昭幹事長にもご来賓として出席いただき、規約の承認
と役員の選任がなされました。
記念パーティーには、橋本昌茨城県知事のほか、衆参両院から現職の国会議員４人に来賓と

してご出席いただき（他に代理出席１０人）、早くも多くの政治課題について懇談がなされました。
（事務局長 篠�和則）

新新潟潟県県支支部部設設立立報報告告
弁政連新潟県支部は、平成２１年３月５日午後４時３０分

より、弁政連本部から伊藤茂昭幹事長、吉峯康博組織強
化委員会委員長代行、廣瀬健一郎企画委員会副委員長を
お招きし、当会の会員３０名の出席を得て、設立総会を開
催し、支部規約、役員人事、活動方針を承認して設立さ
れた。支部長には中村周而会員が選任された。続いて第
１回理事会を開催して事務局長等を選任し、記念懇親会
を行った。設立時の入会者数は５３名である。今後、会員
を増強し、地方においても力強い活動を展開したいと考
えている。 （事務局次長 若槻良宏）

福福島島県県支支部部設設立立報報告告
去る３月１４日午後４時から、福島ビューホテルにて弁

政連福島県支部設立総会と懇親会を開催し、設立総会に
おいて規約・役員人事の承認等がなされ、無事、全国２５
番目の支部が誕生しました。
当日は、本部から伊藤茂昭幹事長、坂本正幸企画委員

会副委員長のご出席をいただくとともに、会員２９名が参
加し、盛会となりました。また、県内選出の国会議員に
ついても１５名のうち９名（本人出席７名、代理出席２名）
もの多数の議員にご参加いただきました。
懇親会においては、ベテラン若手を問わず、出席の国

会議員と会員との間での懇親の実があがり、今後、裁判員制度、法曹人口問題等の法曹界に山
積する諸問題について働きかけを行うための良い端緒となりました。
最後に、上記のとおり当支部が無事設立されたことを受け、３月１８日に、福島県選挙管理委

員会に対し、政治団体設立届出を行いましたことを合せてご報告いたします。
（副幹事長 槇 裕康）
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�主な担当委員会
�弁政連・政治家に
ひとこと

日
弁
連
は
、
弁
護
士
過
疎

地
の
解
消
に
向
け
、
継
続

的
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

日
弁
連
公
設
事
務
所
・

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

細
井

土
夫
（
愛
知
県
弁
護
士
会
）

弁
護
士
の
使
命
を
実
現
す

る
た
め
、
最
大
限
尽
力
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

業
際
の
非
弁
問
題
等

対
策
本
部

有
田

佳
秀
（
和
歌
山
弁
護
士
会
）

立
法
諸
課
題
に
つ
い
て
議

論
を
進
め
、
成
果
を
あ
げ

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

立
法
対
策
セ
ン
タ
ー

畑

守
人
（
大
阪
弁
護
士
会
）

司
法
と
立
法
の
円
滑
な
連

携
を
深
め
る
た
め
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

法
的
サ
ー
ビ
ス

企
画
推
進
セ
ン
タ
ー

小
林

優
公
（
群
馬
弁
護
士
会
）

日
弁
連
の
施
策
実
現
の
た

め
に
も
弁
政
連
の
発
展
を

期
待
致
し
ま
す
。

貧
困
と
人
権
に

関
す
る
委
員
会

足
立

勇
人
（
茨
城
県
弁
護
士
会
）

大
き
な
司
法
へ
の
変
革
。

立
法
対
策
は
不
可
欠
。
弁

政
連
へ
の
期
待
は
大
で

す
。

法
曹
人
口
問
題
検
討
会
議

川
崎

達
也
（
第
二
東
京
弁
護
士
会
）

国
会
議
員
と
本
音
で
話
せ

る
魅
力
あ
る
組
織
で
あ
る

こ
と
を
望
ん
で
お
り
ま

す
。

総
務
・
経
理

田
中

等
（
第
一
東
京
弁
護
士
会
）

立
法
対
策
セ
ン
タ
ー
も
担

当
し
ま
す
。
格
別
の
ご
支

援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

裁
判
員
制
度
実
施
本
部

山
岸

憲
司
（
東
京
弁
護
士
会
）

よ
り
良
き
司
法
の
た
め

に
、
連
帯
の
意
を
込
め
て

エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
推
進
本
部

行
田

博
文
（
高
知
弁
護
士
会
）

消
費
者
庁
設
置
に
御
尽
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

消
費
者
問
題
対
策
委
員
会

藤
本

明
（
札
幌
弁
護
士
会
）

弁
政
連
の
果
す
べ
き
役
割

は
飛
躍
的
に
増
大
し
て
い

ま
す
。期
待
し
て
い
ま
す
。

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
推
進
本
部

荒

中
（
仙
台
弁
護
士
会
）

弁
護
士
と
隣
接
士
業
と
で

は
質
的
に
差
が
あ
る
事
を

強
調
し
て
下
さ
い
。

研
修
セ
ン
タ
ー

塚
本

侃
（
熊
本
県
弁
護
士
会
）

国
民
へ
の
司
法
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
の
た
め
、
弁
政
連

の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

日
弁
連
刑
事
弁
護
セ
ン
タ
ー

武
井

康
年
（
広
島
弁
護
士
会
）
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新新年年会会、、賑賑ややかかにに開開催催さされれるる
弁政連本部と東京本部の共催による新年会が、１月１５日午後６時より、弁護士会館クレオで開催され

た。今年は日弁連にとっては設立６０周年の区切りの年であり、また新しく生まれた裁判員制度が実施さ

れる記念すべき年である。

通常国会の開会直後、しかも政治情勢が緊迫しているという状況の中で、国会議員等８６名の過去最多

の来賓をお迎えすることができ、あわせて会員の出席者も１５０名近い盛大な会となった。

冒頭、国務多忙のところご来賓として出席された森英介法務大臣から、お祝いのご挨拶を頂いた。ま

た、野田聖子内閣府特命担当大臣、吉野正芳環境副大臣をはじめ、日頃から司法制度改革にご尽力をさ

れた多くの国会議員の先生から順次ご挨拶をいただき、国会情勢の報告や弁政連への期待、今年実施さ

れる総選挙に向けての決意等が力強く語られ、予定の時間を越えて懇談が行われた。

会場は終始華やかな雰囲気に包まれ、盛会裡に終了した。ご出席いただいた国会議員は次頁記載のと

おりである。

（幹事長 伊藤茂昭）

森 英介 法務大臣
弁政連に期待します

野田 聖子 内閣府特命担当大臣
消費庁設置に向けて�
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自
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子
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例
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石
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東
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自
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石
原
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東
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東
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臼
井
日
出
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葉
１
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自
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例
北
信
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公
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枝
野

幸
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埼
玉
５
区

民
主

衛
藤
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大
分
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自
民
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比
例
東
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公
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太
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誠
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３
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自
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東
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自
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奥
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民
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北
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区

公
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木
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誠
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東
京
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区

自
民

小
池
百
合
子

東
京
１０
区

自
民

郡

和
子

宮
城
１
区

民
主

小
杉

隆

東
京
５
区

自
民

後
藤
田
正
純

徳
島
３
区

自
民

小
宮
山
洋
子

東
京
６
区

民
主

塩
崎

恭
久

愛
媛
１
区

自
民

階

猛

岩
手
１
区

民
主

清
水
清
一
朗

比
例
東
京

自
民

末
松

義
規

東
京
１９
区

民
主

仙
谷

由
人

徳
島
１
区

民
主

棚
橋

泰
文

岐
阜
２
区

自
民

谷
畑

孝

大
阪
１４
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自
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津
島

雄
二

青
森
１
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自
民

土
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正
忠

東
京
１８
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自
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筒
井

信
隆

新
潟
６
区

民
主

と
か
し
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な
お
み

大
阪
７
区

自
民

富
田

茂
之

比
例
南
関
東

公
明

中
井

洽

三
重
１
区

民
主

長
島

昭
久

東
京
２１
区

民
主

長
勢

甚
遠

富
山
１
区

自
民

西
村

明
宏

宮
城
３
区

自
民

野
田

聖
子

岐
阜
１
区

自
民

原
田

義
昭

福
岡
５
区

自
民

伴
野

豊

愛
知
８
区

民
主

平
岡

秀
夫

山
口
２
区

民
主

平
野

博
文

大
阪
１１
区

民
主

古
川

元
久

愛
知
２
区

民
主

細
川

律
夫

埼
玉
３
区

民
主

前
原

誠
司

京
都
２
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民
主

牧
原

秀
樹

埼
玉
５
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自
民

松
浪

健
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大
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自
民

松
本

文
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京
７
区

自
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三
ツ
矢
憲
正

三
重
５
区

自
民

森

英
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千
葉
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自
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森
山

眞
弓

栃
木
２
区

自
民

保
岡

興
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鹿
児
島
１
区

自
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山
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有
二

高
知
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区

自
民
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路

孝
弘

北
海
道
１
区

無
所
属

吉
野

正
芳

福
島
５
区

自
民

若
宮

健
嗣

比
例
東
京

自
民

参
議
院
議
員

荒
木

清
寛

比
例

公
明

市
川

一
朗

宮
城

自
民

市
田

忠
義

比
例

共
産

魚
住
裕
一
郎

比
例

公
明

江
田

五
月

岡
山

無
所
属

大
河
原
雅
子

東
京

民
主

小
川

勝
也

北
海
道

民
主

川
田

龍
平

東
京

無
所
属

櫻
井

充

宮
城

民
主

澤

雄
二

東
京

公
明

千
葉

景
子

神
奈
川

民
主

辻

泰
弘

兵
庫

民
主

鶴
保

庸
介

和
歌
山

自
民

仁
比

聡
平

比
例

共
産

浜
四
津
敏
子

比
例

公
明

福
島
み
ず
ほ

比
例

社
民

古
川

俊
治

埼
玉

自
民

前
川

清
成

奈
良

民
主

丸
山

和
也

比
例

自
民

森

ま
さ
こ

福
島

自
民

簗
瀬

進

栃
木

民
主

山
口
那
津
男

東
京

公
明

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

北
川
か
つ
し
げ

練
馬
区
議

社
民

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

津島 雄二 衆議院議員
国選弁護報酬増額に尽力�

細川 律夫 民主党衆議院議員
ネクスト法務大臣です

漆原 良夫 公明党国対委員長 小宮山 洋子 衆議院議員

出
席
議
員
（
本
人
太
文
字
）
選
挙
区
・
政
党
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環環境境省省訪訪問問
昨年１２月１７日、齋藤鉄夫環境大臣との懇談で

は、政治家への転身のきっかけから日本の環境

行政や直近に行われた国際会議の報告まで、幅

広いお話しをいただいた。参加者側からも弁護

士会の環境問題に関する活動についてお話し

し、さらに地方行政における温暖化問題まで話

題は及んで大いに盛り上がった。「地球温暖化

問題」に関する実務担当者との懇親では、わか

りやすい資料と説明から、環境問題を身近なも

のとして捉え、個々に取り組む必要性を感じた。

（企画委員会副委員長 的場美友紀）

日日本本労労働働組組合合総総連連合合会会ととのの勉勉強強会会報報告告
昨年１２月１９日、日本労働組合総連合会（「連

合」）とのロビイング活動勉強会を開き、逢見

直人副事務局長、山根木晴久企画局長をお招き

した。逢見副事務局長はこれまでに蓄積された

「連合」のロビイング活動の体系を具体的かつ

分かり易く説明され、山根木企画局長からは主

としてマスコミ等の広報対策の重要性を実践的

に熱く語られた。我々が今後「法のつくり手と

のかけ橋」として活動するにあたり示唆に富ん

だ指摘を受けることができ、参加者一同にとっ

て極めて有益な勉強会であった。

（企画委員会副委員長 �畠希之）

日日本本経経済済団団体体連連合合会会ととのの勉勉強強会会報報告告
１月１９日、経団連との勉強会が開催され、経

団連の阿部部長から、経団連が現在国会で行っ

ているロビー活動についての詳細な説明があり

ました。この説明により、経団連が政界におい

て大きな影響力を行使してきたのは、ロビー活

動によることがよくわかりました。そのノウハ

ウの一部は、私達弁護士も活用できるものであ

り大変有意義な勉強会となりました。

（企画委員会副委員長 西村啓聡）
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「この２年間で、弁政連の支部が全国に拡大しています。今後とも各地の様子を含め
て広報して参ります」 （よしおか）
「法のにない手とつく手のかけはし―それが弁政連
日弁連会員と弁政連のかけはし―それが弁政連ニュース」 （いとう）

「今回は、お任せきりでした…」 （みち）
「新年度から、気持ちを新たに、がんばります。」 （まとば）
「弁政連では、現在ホームページ作成中です。ご期待下さい！」 （さいじょう）

山口県支部
支部長 森重知之
副支部長 弘田 公、塚田宏之
理事 今村俊一、清水茂美、内山新吾、山元 浩、上田和義、末永久大＊幹事長兼任、近本佐知子、石原詠美子
監事 吉元徹也、松田訓明

茨城支部
支部長 関 周行
副支部長 谷萩陽一、鈴木 實、志村和俊
理事 安 徹、片桐章典、種田 誠、大和田一雄、足立勇人、後藤直樹、渡邉 昭
監事 茂木博男
事務局長 篠�和則

新潟県支部
支部長 中村周而
副支部長 藤巻元雄、今井 誠
理事 藤田善六、�野泰夫、和田光弘、平 哲也
監事 岩渕 浩、松岡立行
事務局長 藤田善六
事務局次長 平 哲也（会計担当）、齋藤 裕、若槻良宏

福島県支部
支部長 佐々木廣充
副支部長 平 雄一、岩渕 敬
理事 渡辺和子、宮本多可夫、浅井嗣夫、高橋金一、菅野昭弘
監事 高橋一郎、荒木 貢
顧問 片岡正彦、石川博之、安藤裕規
幹事長 小池達哉
副幹事長 渡邊真也、槇 裕康、紺野明弘

弁弁政政連連活活動動日日誌誌（（１１５５））自自 平平成成２２１１年年１１月月２２９９日日
至至 平平成成２２１１年年３３月月３３１１日日

１月２９日 一弁新規登録弁護士研修で鈴江副幹事長、弁政
連を紹介

２月２日 弁政連ニュース第１５号発刊
５日 茨城支部設立総会に伊藤幹事長出席
１７日 企画委員会
１９日 在京正副理事長会議
１９日 広報委員会
２５日 本林理事長・伊藤幹事長、事務局打合

３月３日 広報委員会
５日 新潟県支部設立総会に伊藤幹事長・吉峯組織強

化（委）委員長代行、廣瀬健一郎企画（案）副委員
長出席

１４日 福島県支部設立総会に伊藤幹事長・坂本正幸企
画（委）副委員長出席

１８日 企画委員会
１９日 在京正副理事長会議
１９日 日弁連現・新合同協議会で、本林理事長・伊藤

幹事長、活動報告
２５日 民主党との朝食勉強会
２６日 釧路支部設立総会に、伊藤幹事長・西浄企画

（委）副委員長出席

ご案内
日本弁護士政治連盟定期総会
１．日時 平成２１年５月１４日�

午後４時
２．場所 弁護士会館２階講堂

「クレオＢ」
３．議題（予定）
� 平成２０年度活動報告の件
� 日本弁護士政治連盟規約
改正の件
� 平成２１年度・同２２年度役
員選任の件
� 平成２１年度事業活動方針
（案）に関する件
� 支部活動報告に関する件

日本弁護士政治連盟
懇親会

１．日時 平成２１年５月１４日�
午後６時

２．場所 弁護士会館２階講堂
「クレオＡ」

３．会費 １万円

問合先：弁政連事務局
（ＴＥＬ ０３－３５８０－９９７５）

ホホーームムペペーージジをを近近くく開開設設ししまますす！！
＝＝弁弁政政連連ががよよりり身身近近にに＝＝

日本弁護士政治連盟のホーム
ページを開設すべく準備が広報委
員会を中心に急ピッチで進んでい
ます。
弁政連ニュースのリニューアル
に続いてホームページを開設する
事で、弁政連の広報体制は一段と
強化・充実されます。
ご期待下さい。

編 集 後 記

支支部部人人事事ににつついいてて
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